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一般国道185号 安芸津バイパス

これまでの経緯について
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Ｈ２１．３．２９ 安芸津バイパス 部分開通
・（主）安芸津下三永線から（市）上条浜田線間１．５kmを、平成21年3月29日に部分開通（２車線）。
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【写真②】 （主）安芸津下三永線付近から鎌倉トンネルを望む
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【写真①】 安芸津バイパスから（主）安芸津下三永線を望む
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平成21年3月29日部分開通
L=1.5km (2車線）
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【現道R185】
前：約14,600台/日

後：約11,300台/日

【開通区間】
前：－
後：約2,100台/日

【右左折交通】
前：約4,100台/日
後：約2,100台/日

【観測日】・部分開通前 H20.12.11
・部分開通後 H21.  6.11

※供用前の日交通量は、H21.6.11調査の昼夜率(1.28)を用いて算出

国道から約２千台が転換
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伸び０．９７
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審議結果

B/Cの値が1.0を下回ったため、「事業内容の見直しを行い再度審議」とされた。

０．９
費用対効果（B/C）

【残事業】

０．８
費用対効果（B/C）

【全体事業】

7,700台/日～8,900台/日計画交通量

再評価
(H21.3)
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最新データに
よる交通量

最新データによる計画交通量

Ｈ２１．３．１３ 安芸津バイパス事業再評価の審議

安芸津BP



4H２１.３．３１ 事業の執行を見合わせる

＜報道資料＞
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地元から頂いた
ご意見
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新たな交通量に基づく道路構造の見直し
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土工区間

現計画

見直し
計画

・交通需要推計の結果、計画交通量が減少したことを踏まえ、車線数を4車線から2車線に変更。

平成21年3月29日部分開通
L=1.5km (2車線）

この他、

○低コストな橋梁構造

○トンネル断面の縮小

でコスト縮減



7H２１.６.２４ 事業再評価の審議

■総事業費の見直し（ 270億円→185億円 ）
① ▲0.3 ▲0.3

4 2 ▲49 ▲85

1.0 1.31821751857,700 / 8,900 /①

182 α1751857,700 / 8,900 /

(B)(C)
(B/C)

B/C

※ H21

■
① / 0.5

800t/ CO2 0.4 ※

③通行止めを考慮した効果 越波･冠水越波･冠水 H16: 0.04 ※

④隘路区間や線形不良区間が解消
⑤国際標準コンテナ車通行不能区間が解消 ) 31 2 30
⑥その他、通学路などの歩行空間の安全性向上 40 / 100 /

※

幅員狭小・歩道未整備区間

至呉市

・従来の便益以外に、「地域から期待される道路の役割」等を整理。
・地域から頂いた意見等を基に定量化しにくい効果も整理。



8H２１.７.７ 安芸津バイパス、事業を執行

＜報道資料＞


